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役員の報酬等及び職員の給与水準の公表について

Ⅰ．公表の経緯について

《国立大学法人》

■「公務員の給与改定に関する取扱いについて」（H22.11.1閣議決定）

３(4) 独立行政法人（総務省設置法（平成11年法律第91号）第４条第13号に規定する独

立行政法人をいう。以下同じ。）の役職員の給与改定に当たっては，国家公務員の給

与水準を十分考慮して国民の理解が得られる適正な給与水準とするよう要請すると

ともに，中期目標に従った人件費削減や国家公務員の給与構造改革を踏まえた給与

の見直しの取組状況を的確に把握する。独立行政法人及び主務大臣は，総務大臣が

定める様式により，役職員の給与等の水準を毎年度公表する。（以下略）

■国立大学法人等の役員の報酬等及び職員の給与の水準の公表方法等について(ガイドライン)を

策定（H17.2.7）（改定：H18.2.22，H19.2.20，H20.3.18）※H20年度以降は改定なし

各国立大学法人等及び文部科学大臣がホームページで公表
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Ⅱ．公表方法等について（※ガイドラインの要旨）

１．趣 旨

国立大学法人等の役員の報酬等及び職員の給与の水準に関する情報を，国民及び関係

者に分かりやすく提供するもの

２．公表されるべき事項

（１）役員の報酬等について

１）役員報酬についての基本方 ・役員報酬の支給水準の設定についての考え方
針に関する事項 ・役員報酬への業績反映のさせ方

・役員報酬の改定状況

２）役員の報酬等の支給状況 ・役員各人ごとの報酬（諸手当及び賞与を含む。）の支給状
況（年間）

３）役員の報酬水準の妥当性 ・法人の検証結果

４）役員の退職手当の支給状況 ・平成27年度中の役員への退職手当の支給実績

５）退職手当の水準の妥当性 ・平成27年度中の役員への退職手当の妥当性の理由

６）業績給の仕組み及び導入に ・役員へ業績給（及びそれに相当する手当）を支給している
関する考え方 場合の内容及び今後の方針

（２）職員給与について

１）職員給与についての基本方 ・職員給与の支給水準の設定等についての考え方
針に関する事項 ・職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映

・職員給与の改定状況

２）職員給与の支給状況等に関 ・職員の雇用形態別及び職種別の給与の支給状況（年間）
する事項 ・年齢別の年間給与の分布状況

・賞与の支給状況

３）給与水準の妥当性検証等 ・事務・技術職員，医療職員及び教育職員の対国家公務員指
数（ラスパイレス指数）の状況及びその理由，給与水準の妥
当性

４）モデル給与 ・事務・技術職員及び教育職員のある一定年齢毎の月額及び
年額給与

５）業績給の仕組み及び導入に ・職員への業績給の内容及び今後の方針
関する考え方

（３）総人件費について

（４）その他

３．公表の時期，方法等について

（１）公表様式は最終的に６月中旬までに文部科学省へ提出

（２）公表時期は財務諸表の開示に併せて公表（平成27年度はH27.6.30に公表）

（３）公表方法等：

１）公表は，文部科学省及び国立大学法人等の広報誌及びホームページ上で実施

２）文部科学大臣は，各国立大学法人等の公表内容を取りまとめた公表を行い，総務

大臣に公表資料を提供
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「国立大学法人秋田大学の役職員の報酬・給与等について」のポイント

Ⅰ 役員報酬等について

１基本方針に関する事 ・支給水準の設定：役員報酬の水準について同規模の国立大学及び事務次
項 官の年間報酬と比較して記載

・業績反映のさせ方：期末特別手当について増額及び減額できる旨を記載
・改定内容：H26年度の改定内容を記載

２報酬等の支給状況 ・公表対象：すべての常勤及び非常勤の役員
・H27年度における支給総額及びその内訳並びに就任・退任の状況等を記載

３報酬水準の妥当性 ・学長，理事，監事毎に報酬の水準の妥当性について記載

４退職手当の支給状況 ・学長，監事への退職手当支給状況を記載

５退職手当の妥当性 ・学長，監事への退職手当支給状況を記載

６業績給の仕組み及び ・役員へ業績給を支給している場合の内容及び今後の方針について記載
導入

Ⅱ 職員給与について

１基本方針に関する ・支給水準の設定：役員報酬の水準について同規模の国立大学，国家公務
事項 員及び職種別民間統計調査と比較して記載

・業績反映のさせ方：勤勉手当，昇給制度及び業績給について記載
・給与制度の主な改正点：H27年度の改正内容を記載

２給与の支給状況 ・①～④は各法人の提出データを基に人事院が算定した数値・指数を記載
※共通事項 ・人員欄の該当者が２名以下の場合は，該当者が特定されるおそれのある

ことから数値等の記載を省略し，その旨を欄外に注記

①職種別支給状況 ・公表対象：H28.4.1在職者のうち，H27年度１年間において給与を減額さ
れることなく支給された次の職種の職員
事務･技術職員，教育職員(大学教員)，医療職員(病院看護師)

その他の職種については代表的職種について記載
・該当者数：（常勤）1,141名 （再任用）10名 （非常勤）345名
・年間給与額（平均）は，時間外手当（超勤手当，宿日直手当，夜勤手当，
その他勤務の実績に応じて支給される手当）を除いた額

②年齢別年間給与の分 ・公表対象：事務･技術職員，教育職員(大学教員)，医療職員(病院看護師)
布状況 （④まで同じ）
③職位別年間給与の分 ・年間給与は①の年間給与額から通勤手当を除いた額
布状況 ・グラフの「第１四分位」とは年齢別の年間給与額を小さい順に並べたときの

小さい方から25％目の額，「第３四分位」とは小さい方から75％目の額

④賞与における査定部分の比率 ・季別賞与額及び賞与年額に対する支給比率を記載

３給与水準の妥当性 ・比較は年間給与額（給与額から時間外手当，通勤手当を除いた額）
・H28.4.1における年齢が20歳以上60歳未満（国の職員と年齢階層による比
較を行うため）

・比較指標のデータ（法人基準年齢階層ラスパイレス指数）を記載
※「法人基準年齢階層ラスパイレス指数」とは，法人の年齢別人員構成をウエイトに用

いて算出するラスパイレス指数

具体的には，国家公務員との比較の場合は，法人職員の給与を国の同一年齢階層の

給与に置き換えた場合の仮定の給与費を１００として，これに対して，法人が現に支

給している給与費から算出される指数

・教育職員（大学教員）の対国家公務員指数は参考事項欄に記載
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比較指標の参考事項 ・対国家公務員指数が100以上の職種について，当該指数が高い理由を具体
的なデータにより説明

・国の財政支出規模が大きい法人及び累積欠損のある法人について，指数
の状況，給与水準が適正なものとなっているかを検証

・事務・技術職員及び医療職員（病院看護師）については，在勤地域及び
学歴を勘案した対国家公務員指数を参考指標として記載

・教育職員（大学教員）については，国の行政職（一）の年収倍率と，法
人化前の国の教育職（一）と行政職（一）の年収倍率との比較指標を参
考として記載

４モデル給与 ・事務・技術職員及び教育職員について，一定年齢毎のモデル的な給与月
額及び年額について記載。なお，本給及び扶養手当，管理職手当のみを計
算対象としている。

５業績給の仕組み及 ・業績給を支給している場合の内容及び今後の方針について記載
び導入

Ⅲ 総人件費について

給与，報酬等支給総額 ・すべての常勤役員及び常勤職員に係る当該年度に支給した報酬（給与），
（Ａ） 賞与，その他の手当の合計額を記載

退職手当支給額（Ｂ） すべての常勤役員及び常勤職員に係る当該年度に支給した退職手当の
支給額を記載

非常勤役職員等給与 ・非常勤役員，非常勤職員，臨時職員等に支給した給与（手当）額（退職
（Ｃ） 手当支給額を含む。）のすべてを記載

福利厚生費 （Ｄ）・すべての役員及び職員（非常勤職員等を含む。）に係る法定福利費と法定
外福利費の合計額を記載

最広義人件費 ・上記（Ａ）～（Ｄ）の合計額 ※(A)～(D)の金額は千円未満を切り捨てた額

参考事項 ・「給与，報酬等支給総額」及び「最広義人件費」の対前年度比の増減要因
等を記載

・「国家公務員の退職手当の支給水準引下げ等について」（平成24年８月７
日閣議決定）関連として，平成25年度から措置を講じた法人については，
措置の内容を記載

Ⅳ その他 特になし（法人が独自に記載が必要と判断した内容
について記載）



様式 １　公表されるべき事項

国立大学法人秋田大学の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

  ②  平成２７年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び平成２７年度における改定内容

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

 当該法人の主要事業は教育・研究事業である。役員報酬水準を検討するに当たって、 
他の国立大学法人、国家公務員、類似事業を実施している民間法人や独立行政法人等 
のほか、国・地方公共団体が運営する教育・研究機関のうち、常勤職員数（当該法人1,338 
人）や教育・研究事業で比較的同等と認められる、以下の法人等を参考とした。 
 (1) 国立大学法人島根大学…当該法人は、同じ国立大学法人として教育・研究事業 
   を実施している（常勤職員数1,583人）。公表資料によれば、平成26年度の長の年間 
   報酬額は、17,841千円である。 
 (2) 事務次官年間報酬額…2,249万円 

 役員報酬規程において，期末特別手当の支給額については国立大学法人評価委員会が
行う業績評価の結果を参考にして，当該役員の職務の実績に応じ，その額の１００分の１０の
範囲内で増額又は減額することができることとしている。 

・役員報酬を月額１，０００円引き上げる改正 
・期末特別手当について、１２月期の割合を０．１か月引き上げる改正 

・役員報酬を月額１，０００円引き上げる改正 
・期末特別手当について、１２月期の割合を０．１か月引き上げる改正 

・非常勤役員手当を月額１００円引き上げる改正 

・役員報酬を月額１，０００円引き上げる改正 
・期末特別手当について、１２月期の割合を０．１か月引き上げる改正 

・非常勤役員手当を月額３００円引き上げる改正 

1 ページ



２　役員の報酬等の支給状況
平成２７年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

16,812 11,432 4,727
12
89

552

（通勤手当）
（寒冷地手当）
（単身赴任手当）

3月1日

千円 千円 千円 千円

13,691 9,816 3,736
50
89

（通勤手当）
（寒冷地手当）

千円 千円 千円 千円

12,720 9,132 3,475
24
89

（通勤手当）
（寒冷地手当）

千円 千円 千円 千円

13,450 9,132 3,475
24
51

768

（通勤手当）
（寒冷地手当）
（単身赴任手当）

千円 千円 千円 千円

7,058 5,108 1,627 322 （単身赴任手当） 10月22日 ◇

千円 千円 千円 千円

5,117 3,044 1,848
40

184
（寒冷地手当）
（単身赴任手当） 12月1日 ◇

千円 千円 千円 千円

634 634 0 0
（　　　　）

3月31日

千円 千円 千円 千円

10,595 7,620 2,900
24
51

（通勤手当）
（寒冷地手当） 3月31日

千円 千円 千円 千円

1,764 1,764 0 0
（　　　　）

1月31日

千円 千円 千円 千円

392 392 0 0
（　　　　）

2月1日

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入する。
注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　 　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

法人の長

A理事

B理事

E理事

前職

C理事

就任・退任の状況
役名

その他（内容）

A監事

D理事

F理事
（非常勤）

C監事
（非常勤）

B監事
（非常勤）
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３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】

　法人の長

　理事

　理事（非常勤）

 秋田大学はその理念である１．国際的な水準の教育・研究の遂行、２．地域の振
興と地球規模の課題の解決の寄与、３．国の内外で活躍する有為な人材の育成
に基づき、教育研究の質の更なる高度化を図り、国内外の多様な分野において
指導的役割を果たす人材を育成することを使命としており、中期目標・中期計画
を基盤として、教育改革、地域連携、国際化等の具体的な取組を学長のリーダー
シップの下で推進している。 
 そうした中で、本学の学長は、職員数1,338名の法人の代表として、その業務を
総理するとともに、公務を司り、所属職員を総督して、経営責任者と教学責任者の
職務を同時に担っている。 
 学長の年間報酬額は、人数規模が同規模である民間企業の役員報酬3,159万
円と比較した場合、約半分となっており、また事務次官の年間給与額2,249万円と
比べてもそれ以下となっている。 
 また、他の同規模大学の長の平成26年度の報酬水準（福井大学、島根大学及
び三重大学の長の平均報酬約1,758万円）と同水準となっている。 
 こうした職務内容の特性や（他法人等）との比較を踏まえると、報酬水準は妥当
であると考えられる。  

  秋田大学はその理念である１．国際的な水準の教育・研究の遂行、２．地域の
振興と地球規模の課題の解決の寄与、３．国の内外で活躍する有為な人材の育
成に基づき、教育研究の質の更なる高度化を図り、国内外の多様な分野におい
て指導的役割を果たす人材を育成することを使命としており、中期目標・中期計
画を基盤として、教育改革、地域連携、国際化等の具体的な取組を学長のリー
ダーシップの下で推進している。 
 そうした中で、本学の理事は、職員数1,338名の法人の理事として、その業務を
総理する学長を補佐する職務を担っており、また、理事の年間報酬額は、人数規
模が同規模である民間企業の役員報酬3,159万円と比較した場合、約半分となっ
ており、事務次官の年間給与額2,249万円と比べてもそれ以下となっている。 
   また、他の同規模大学の長の平成26年度の報酬水準（福井大学、島根大学
及び三重大学の理事の平均報酬約1,394万円）と同水準となっている。 
 こうした職務内容の特性や（他法人等）との比較を踏まえると、報酬水準は妥当
であると考えられる。  

 秋田大学は本学の理念である１．国際的な水準の教育・研究の遂行、２．地域の
振興と地球規模の課題の解決の寄与、３．国の内外で活躍する有為な人材の育
成に基づき、教育研究の質の更なる高度化を図り、国内外の多様な分野におい
て指導的役割を果たす人材を育成することを使命としており、中期目標・中期計
画を基盤として、教育改革、地域連携、国際化等の具体的な取組を学長のリー
ダーシップの下で推進している。 
 そうした中で、本学の理事は、職員数1,338名の法人の非常勤理事として、その
業務を総理する学長を補佐する職務を担っている。また、他の同規模大学の非常
勤理事の平成26年度の報酬水準（福井大学及び島根大学の非常勤理事の平均
報酬約105万円より下回っている。 
 こうした職務内容の特性や（他法人等）との比較を踏まえると、報酬水準は妥当
であると考えられる。  
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　監事

　監事（非常勤）

【文部科学大臣の検証結果】

４　役員の退職手当の支給状況（平成２７年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

2,701
（36,039）

2
（26）

0
（5）

3月1日 1.0

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

1,657 2 0 3月31日 1.0

千円 年 月

該当者なし

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、該当がない場合は空欄。　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

法人での在職期間

監事
（非常勤）

理事
（非常勤）

法人の長

理事

監事

 秋田大学はその理念である１．国際的な水準の教育・研究の遂行、２．地域の振
興と地球規模の課題の解決の寄与、３．国の内外で活躍する有為な人材の育成
に基づき、教育研究の質のさらなる高度化を図り、国内外の多様な分野において
指導的役割を果たす人材を育成することを使命としており、中期目標・中期計画
を基盤として、教育改革、地域連携、国際化等の具体的な取組みを学長のリー
ダーシップの下で推進している。 
 そうした中で、本学の監事は、職員数1,338名の法人の監事として、本学の保有
財産及び理事の業務執行を監査しており、また、他の同規模大学の監事の報酬
水準（福井大学、島根大学及び三重大学の監事の平均報酬約1,169万円）と同水
準となっている。  
 こうした職務内容の特性や（他法人等）との比較を踏まえると、報酬水準は妥当
であると考えられる。  

 秋田大学はその理念である１．国際的な水準の教育・研究の遂行、２．地域の振
興と地球規模の課題の解決の寄与、３．国の内外で活躍する有為な人材の育成
に基づき、教育研究の質の更なる高度化を図り、国内外の多様な分野において
指導的役割を果たす人材を育成することを使命としており、中期目標・中期計画
を基盤として、教育改革、地域連携、国際化等の具体的な取組を学長のリーダー
シップの下で推進している。 
 そうした中で、本学の非常勤監事は、職員数1,338名の法人の非常勤監事として、
本学の保有財産及び理事の会計に関する業務執行を監査しており、また、他の
同規模大学の非常勤監事の報酬水準（福井大学、島根大学及び三重大学の監
事の平均報酬約138万円）より，高額となっているが，これは非常勤監事を日給制
から月給制に給与制度を変更したためである。 
 こうした職務内容の特性や（他法人等）との比較を踏まえると、報酬水準は妥当
であると考えられる。  

 職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職、他の同規模の国立大学法人、
民間企業等との比較などを考慮すると、役員の報酬水準は妥当であると考えられ
る。 
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５　退職手当の水準の妥当性について
【文部科学大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

理事
（非常勤）

法人の長

理事

判断理由
　当該学長は本学の理念である(1)国際的な水準の教育・研究の遂行、(2)地域の振興と地球規模の課題の解決の寄与、(3)国の内外で活躍

する有為な人材の育成に基づき、教育研究の質の更なる高度化を図り、国内外の多様な分野において指導的役割を果たす人材を育成する

ことを使命としており、中期目標・中期計画を基盤として、教育改革、地域連携、国際化等の具体的な取組を学長のリーダーシップの下で推進

した。

　具体的な取組としては、運営分野では、澤田ビジョンの宣言、教育・研究分野では、国際資源学部及び同大学院の設置、教育水準の向上

を図るため実施している医学部医学科への教育モデル（秋田モデル）の充実、学生が自主的に運営する学生自主プロジェクトへの支援、障害

のある学生への支援強化、JST・JICAと協力して行う資源学分野における国際貢献活動及び県教育委員会と連携した理数教育の充実に向け

た取組等があり、附属病院においては、他大学との連携による医師養成、がん患者や家族が QOL を維持しながら生活するための「がん看護

外来」の設置及び医療界における男女共同参画の推進等が挙げられる。

　一方、会計処理において不適切な点が指摘されるなど平成26年度法人評価については、「その他の業務運営に関する重要目標」におい

て、「重大な改善事項がある」との評価となったが、これに対し、学長のリーダーシップにより、不適切な会計処理に至る経緯も含めて、解明す

るための学外委員を委員長とする調査委員会を設置し、その調査結果を踏まえて、会計処理の誤りについて是正を行う作業を進めるととも

に、１）役員会の機能強化、２）内部監査の強化と監事との連携強化、３）奨学寄附金取扱規程の見直し、４）部局・職域の壁に捉われない情報

の共有、５）事務系職員（課長補佐クラス以上）を対象としたコンプライアンス研修の実施等の再発防止策を速やかに実施した。

　当該学長の業績勘案率については、国立大学法人評価委員会が行う法人業績評価の結果において、「重大な改善事項がある」があるもの

の、その他の点については、「順調である」との評価であり、また、上記における多大な功績があったことから、法人の代表としての業績に対す

る貢献度と国立大学法人評価委員会が行う法人業績評価の結果を総合的に勘案した上で、業績勘案率を1.0とし、役員退職手当規程により

その支給額を増減しないことに決定した。

該当無し

該当無し

注：「判断理由」欄には、法人の業績、担当業務の業績及び個人的な業績の検討結果を含め、業績勘案
　　 率及び退職手当支給額の決定に到った理由等を具体的に記入する。

　当該監事は、任期中役員・職員との意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、中期目標達成に向けた各組織

の業務執行状況及び経営課題の改革に向けた取組について精査し、重点監査項目を設置し、役員会その他重要な会議への出席、重要な

決裁書類の閲覧、本学内における業務及び財産の状況を調査し、本学の業務運営状況の把握、役員の職務の執行が関連法令等に適合す

ることを確保するための体制の整備・運用に努めた。

　　一方、会計処理において不適切な点が指摘されるなど平成26年度法人評価については、「その他の業務運営に関する重要目標」におい

て、「重大な改善事項がある」との評価となったが、これに対し、業務監査担当監事として、内部監査チームを強化し、監査結果の役員会への

報告義務を課すとともに、指摘事項のフォローアップを行い、内部監査との連携強化を図る等の再発防止策を速やかに実施した。

　当該監事の業績勘案率については、国立大学法人評価委員会が行う法人業績評価の結果において、「重大な改善事項がある」があるもの

の、本学における運営諸活動の遂行状況を合法性及び合理性の観点から検討及び評価し、当該検討及び評価の結果に基づく情報の提供

並びに改善及び合理化のための助言、提言により、その他の点については、「順調である」との評価につながったことから、担当業務に対する

貢献度と国立大学法人評価委員会が行う法人業績評価の結果を総合的に勘案した上で、業績勘案率を1.0とし､役員退職手当規程によりそ

の支給額を増減しないことに決定した。

該当無し

監事

監事
（非常勤）

 役員報酬規程において、期末特別手当の支給額については国立大学法人評価委員
会が行う業績評価の結果を参考にして、当該役員の職務の実績に応じ、その額の１００分
の１０の範囲内で増額又は減額することができることとしており、今後も継続する予定であ
る。 
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Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び平成２７年度における主な改定内容

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

 当該法人職員の給与水準を検討するにあたって、他の国立大学法人等、国家公務員 
のほか、平成２７年度職種別民間給与実態調査によるデータのうち、企業規模別（当該 
法人1,338人）・職種別平均支給額を参考にした。 

 (1) 国立大学法人島根大学…当該法人は、教育・研究事業において類似する国立 
   大学法人であり、法人規模についても同等（常勤職員数1,583人）となっている。 
 (2) 国家公務員…平成27年度において、国家公務員のうち行政職俸給表（一）の平 

   均給与月額は408,996円となっており、全職員の平均給与月額は363,635円となっ 
   ている。 

 (3) 職種別民間給与実態調査において，当該法人と同等の規模や職種の大学卒の 
   ４月の平均支給額は、196,271円となっている。 

 当法人においては、 職員の勤務成績に応じた勤勉手当支給割合の増減、昇給及び昇

格・降格の措置を実施している他，平成27年１月１日より，年俸制による業績給を一部の

教員に導入した。 
 業績給については基本的に期末勤勉手当部分を対象としており，給与全体の約３０％
を占めている。 
 

 国立大学法人秋田大学職員給与規程に則り、本給及び諸手当（管理職手当、医師調
整手当、異動保障手当、広域異動手当、扶養手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手
当、招へい手当、特別貢献手当、義務教育等教員特別手当、手術看護手当、衛生管理
者等手当、業務付加手当、寒冷地手当、特殊勤務手当、入試手当、超過勤務手当、休
日給、夜勤手当、期末手当及び勤勉手当）としている。 

 期末手当については、期末手当基礎額（本給＋扶養手当＋異動保障手当＋広域異動

手当＋役職段階別加算額＋管理職加算額）に６月に支給する場合においては１００分の

１２２．５ 、１２月に支給する場合においては１００分の１３７．５ を乗じ、さらに基準日以

前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。 
 勤勉手当については、勤勉手当基礎額（本給＋異動保障手当＋広域異動手当＋役職
段階別加算額＋管理職加算額）に勤勉手当の取扱いに定める基準に従って定める割合
を乗じて得た額としている。 

 なお、平成２７年度では、①本給表のベースアップ（0.４月）、②１２月期の勤勉手当の

支給割合の０．１０月引き上げ、③本給の調整額、医師調整手当，異動保障手当の増額

を実施した。 
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２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

1,141 43.7 6,360 4,705 34 1,655
人 歳 千円 千円 千円 千円

289 39.2 5,019 3,747 41 1,272
人 歳 千円 千円 千円 千円

451 48.6 7,945 5,835 26 2,110
人 歳 千円 千円 千円 千円

269 40.2 5,115 3,810 28 1,305
人 歳 千円 千円 千円 千円

23 43.9 7,062 5,264 46 1,798
人 歳 千円 千円 千円 千円

51 46.3 7,047 5,248 78 1,799
人 歳 千円 千円 千円 千円

56 41.8 5,326 3,947 41 1,379
人 歳 千円 千円 千円 千円

2
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 57.8 12,898 9,391 15 3,507

人 歳 千円 千円 千円 千円

3 44.8 7,324 5,423 8 1,901
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 44.8 7,324 5,423 8 1,901

人 歳 千円 千円 千円 千円

10 62.8 3,036 2,570 27 466
人 歳 千円 千円 千円 千円

10 62.8 3,036 2,570 27 466

人 歳 千円 千円 千円 千円

345 30.9 3,713 2,948 31 765
人 歳 千円 千円 千円 千円

17 41.7 2,929 2,236 100 693
人 歳 千円 千円 千円 千円

14 42.3 6,774 5,069 31 1,705
人 歳 千円 千円 千円 千円

69 34.3 2,787 2,787 26 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

214 27.4 3,859 2,927 26 932
人 歳 千円 千円 千円 千円

6 48.2 2,451 1,908 33 543
人 歳 千円 千円 千円 千円

25 33.3 4,139 3,116 46 1,023

注１：常勤職員については、在外職員を除く。
注２：「教育職種（附属高校教員）」とは、附属特別支援学校教員を示す。

注３：「教育職種（附属義務教育学校教員）」には、附属幼稚園教員を含む。

注４：「指定職種」とは、特に指定された高度な業務を行う職種を示す。

注５：「技能・労務職種」とは、作業員等を示す。

注６：常勤職員のその他医療職種（看護師）については、該当者が２人以下のため、当該個人に関する情報が特定さ

れるおそれのあることから、人数以外は記載していない。

注７：常勤職員の医療職種（病院医師）、在外職員及び任期付職員の教育職種（大学教員）以外並びに再任用職員の

教育職種（大学教員）、医療職種（病院医師）、その他医療職種（看護師）及び医療職種（病院看護師）については，

該当者がないため記載を省略した。

任期付職員

教育職種
（大学教員）

再任用職員

事務・技術

医療職種
（病院看護師）

医療職種
（病院医療技術職員）

医療職種
（病院医師）

教育職種
（大学教員）

事務・技術

教育職種
（大学教員）

技能・労務職種

事務・技術

その他医療職種
（看護師）

指定職種

非常勤職員

医療職種
（病院看護師）

医療職種
（病院医療技術職員）

うち賞与平均年齢
総額

人員 うち所定内

教育職種
（附属高校教員）

平成２７年度の年間給与額（平均）

常勤職員

区分

教育職種
(附属義務教育学校教員)
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〔年俸制適用者〕
人 歳 千円 千円 千円 千円

26 48.8 6,527 6,527 23 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 62.8 3,664 3,664 8 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 39.2 4,808 4,808 8 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

20 48.1 7,215 7,215 27 0

注１：常勤職員、在外職員、任期付職員及び再任用職員並びに非常勤職員の医療職種（病院看護師）に

ついては、該当者がないため記載を省略した。

教育職種
（大学教員）

非常勤職員

医療職種
（病院医師）

事務・技術
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② 年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師）)
〔在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。以下、④まで同じ。〕
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千
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注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。

③

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

4 54.3 9,803

23 53.5 7,374

61 48.8 6,169

91 39.0 4,877

1 46.5

109 30.3 3,710

注1：「部長」には「副理事」を含み､ 「課長」には「事務長」を含み､ 「係長」には「主査」を含み､ 「係員」には
　　　「課員」を含む。
注2：主任の該当者は２人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、年間
　　 　給与額は表示していない。

（教育職員（大学教員））

平均
人 歳 千円

142 55.9 9,646

125 48.7 7,918

62 44.4 7,219

122 42.0 6,268助教 7,346～4,675

教授 12,291～7,897

准教授 9,497～6,011

講師 8,223～5,561

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）
千円

7,603～4,974

係長 6,647～3,612

主任

係員 5,480～3,031

年間給与額

（最高～最低）
千円

部長 10,644～8,724

課長 8,570～6,207

課長補佐

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師））

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
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人数 

平均給与額 

第３四分位 

第１四分位 

年間給与の分布状況（医療職員（病院看護師）） 

千

人 千円 
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（医療職員（病院看護師））

平均
人 歳 千円

1 56.5

4 57.5 6,749

25 50.8 6,222

58 46.5 5,692

180 36.1 4,679

1 58.5

注： 看護部長及び准看護師の該当者は２人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれ

　　 のあることから、年間給与額は表示していない。

④

（事務・技術職員）

夏季（６月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

60.1 60.0 60.0

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 39.9 40.0 40.0

％ ％ ％

         最高～最低 47.3～35.2 49.3～35.5 48.1～35.4

％ ％ ％

62.0 61.9 61.9

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 38.0 38.1 38.1

％ ％ ％

         最高～最低 44.2～33.2 43.8～31.8 44.0～33.5

（教育職員（大学教員））

夏季（６月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

63.0 56.2 59.2

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 37.0 43.8 40.8

％ ％ ％

         最高～最低 37～37 43.8～43.8 40.8～40.8

％ ％ ％

61.9 61.6 61.7

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 38.1 38.4 38.3

％ ％ ％

         最高～最低 44.2～27.5 43.8～35.0 42.4～33.1

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

区分

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

副看護師長 6,425～4,526

看護師 6,176～3,957

准看護師

千円

看護部長

副看護部長 6,940～6,561

看護師長 6,920～5,420

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）

賞与（平成２７年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員
（病院看護師））
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（医療職員（病院看護師））
夏季（６月） 冬季（12月） 計

％ ％ ％

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

％ ％ ％

         最高～最低

％ ％ ％

62.3 62.1 62.2

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 37.7 37.9 37.8

％ ％ ％

         最高～最低 44.2～34.5 43.8～33.0 44.0～34.7

注： 医療職員（病院看護師）における管理職員は１人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれの
　　あることから記載していない。

３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

一般
職員

一律支給分（期末相当）

【支出予算の総額に占める国からの支出の割合　３１．８％】
（国からの財政支出額：10,377百万円，予算の総額：32,585百万円：平成27
年度予算）
【累積欠損額　0円（平成26年度決算）】
【管理職の割合　6.7％（常勤職員数1,142名中76名）】
【大卒以上の高学歴者の割合　92.3％（常勤職員数1,142名中1,054名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合 86.2％】
（支出総額 10,377百万円、給与・報酬等支給総額 8,945百万円：平成27年
度決算）

【検証結果】
対国家公務員86.5 ，国からの財政支出の割合が31.8％であることから，適
切な給与水準の状況であると思われる。

項目

　給与水準の妥当性の
　検証

内容

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

今後も適切な給与水準の維持に努めていく。

（文部科学大臣の検証結果）
　給与水準の比較指標では国家公務員の水準未満となっていること等から
給与水準は適正であると考える。引き続き適正な給与水準の維持に努めて
いただきたい。

講ずる措置

・年齢・地域勘案　　　　　　　　９４．１

管理
職員

一律支給分（期末相当）

区分

・年齢・学歴勘案　　　　　　　　８５．５

・年齢勘案　　　　　　　　　　　　８５．５

　給与水準の比較では国家公務員の水準未満となっていること等から給与
水準は適正であると考える。引き続き適正な給与水準の維持に努めていき
たい。

対国家公務員
指数の状況

（参考）対他法人　　　　　　　　９６．２
・年齢・地域・学歴勘案　　　　９４．２
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○医療職員（病院看護師）

○教育職員（大学教員）と国家公務員との給与水準の比較指標　　８９．１
（注）上記比較指標は、法人化前の国の教育職（一）と行政職（一）の年収比率を基礎に、平成27年度の

　　　教育職員（大学教員）と国の行政職（一）の年収比率を比較して算出した指数である。

　　　なお、平成19年度までは教育職員（大学教員）と国家公務員（平成15年度の教育職（一））との給与

　　　水準（年額）の比較指標である。

４　モデル給与
事務・技術職員
○２２歳（大卒初任給，独身）
　月額179,700円　　年間給与2,6７１,000円
○３５歳（主査，配偶者・子１人）
　月額256,１00円　　年間給与4,581,000円
○４５歳（総括主査，配偶者・子２人）
　月額338,000円　　年間給与6,086,000円

教育職員
○２７歳（博士課程修了初任給，独身）
　月額285,400円　　年間給与4,365,000円
○３７歳（講師，配偶者・子１人）
　月額374,800円　　年間給与7,010,000円
○４７歳（准教授，配偶者・子２人）
　月額432,900円　　年間給与8,067,000円

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

（文部科学大臣の検証結果）
　給与水準の比較指標では国家公務員の水準未満となっていること等から
給与水準は適正であると考える。引き続き適正な給与水準の維持に努めて
いただきたい。

講ずる措置 今後も適切な給与水準の維持に努めていく。

項目 内容

対国家公務員
指数の状況

・年齢勘案　　　　　　　　　　　　　９８．６

【支出予算の総額に占める国からの支出の割合　３１．８％】
（国からの財政支出額：10,377百万円，予算の総額：32,585百万円：平成27
年度予算）
【累積欠損額　0円（平成26年度決算）】
【管理職の割合　6.7％（常勤職員数1,142名中76名）】
【大卒以上の高学歴者の割合　92.3％（常勤職員数1,142名中1,054名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合 86.2％】
（支出総額 10,377百万円、給与・報酬等支給総額 8,945百万円：平成27年
度決算）

【検証結果】
対国家公務員86.5 ，国からの財政支出の割合が31.8％であることから，適
切な給与水準の状況であると思われる。

　給与水準の妥当性の
　検証

・年齢・地域勘案　　　　　　　　１０１．３

（参考）対他法人　　　　　　　　　９７．０

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

給与水準の比較では国家公務員の水準未満となっていること等から給与水
準は適正であると考える。引き続き適正な給与水準の維持に努めていきた
い。

・年齢・学歴勘案　　　　　　　　　９７．８
・年齢・地域・学歴勘案　　　　１００．９

 本学では平成２７年１月１日から年俸制の導入に際し業績給を導入した。業
績給は賞与及び退職手当差額相当額の一部を含むものとし、基本給と７対３
の割合になるように設定し、毎年度業績評価審査を実施し、評価結果を業績
給に適切に反映する仕組みとしている。 
 業績給を導入する対象については教育職員（大学教員）とし、今後一定人
数まで拡大する予定である。 
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Ⅲ　総人件費について

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)
注１： 「非常勤役職員等給与」においては、寄附金、受託研究費その他競争的資金等により雇用される職員に係る
　　　費用及び人材派遣契約に係る費用等を含んでいるため、財務諸表附属明細書の「17 役員及び教職員の給与
　　　の明細」における非常勤の合計額と一致しない。
注２：最広義人件費については千円未満切り捨てのため、各項目の合計額とは必ずしも一致しない。

総人件費について参考となる事項

①総人件費の増減について
(1)「給与、報酬等支給総額」の対前年度比が0.4％減となった要因として、職員数の減少及び
超過勤務手当の減少が挙げられる。
(2)「退職手当支給額」の対前年度比が17.1％減となった主要因として、定年退職者数の減で
ある。前年度の定年退職者が３４人に対し，今年度は２１人である。
(3)「非常勤役職員等給与」の対前年度比が6.1％増となった要因としては、病院収入による職
員数の増加が考えられる。平成26年度と比較して，病院収入職員の看護師・病院技術職員数
が、平成27年度には約50人増加している。
(4)「福利厚生費」の前年度比が6.4％増となった要因としては、病院収入による職員数の増加
によるためと保険料の上昇のためと思われる。

② 国家公務員の退職手当の支給水準引下げ等について
　 「国家公務員の退職手当の支給水準引下げ等について」（平成24 年８月７日閣議決定）に
基づき、役員については、平成25年3月27日から、職員については平成25年2月1日から以下
の措置を講ずることとした。
(1)役員に関する講じた措置の概要
　在職期間1月につき、退職の日におけるその者の本給月額に100分の12.5の割合に100分の
87を乗じて得た割合とした。ただし、経過措置として「100分の87」を平成25年4月1日から同年
9月30日までの間においては「100分の98」と、同年10月1日から平成26年6月30日までの間に
おいては「100分の92」とした。
(2)職員に関する講じた措置の概要
　退職手当の基本額に100分の87を乗じて得た額を退職手当の基本額とした。ただし、経過措
置として「100分の87」を平成25年2月1日から同年9月30日までの間においては「100分の98」と、
同年10月1日から平成26年6月30日までの間においては「100分の92」とした。

Ⅳ　その他
特になし

8,945,593

区　　分

給与、報酬等支給総額
8,912,616 8,910,515 8,632,280 8,495,011

14,648,369 15,160,00714,623,250

8,979,470

退職手当支給額
797,234 833,682 942,209 1,244,372

1,420,782 1,520,068 1,575,889 1,633,945 1,730,416

非常勤役職員等給与
2,957,990 3,358,985 3,497,989 3,786,677

15,652,089 15,782,582

福利厚生費

767,229

4,227,903

925,443

1,841,856

最広義人件費
14,088,625

4,016,758
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